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1　即位山陵使の成立と展開

即
位
山
陵
使
の
成
立
と
展
開

佐
藤
　
亮
介

要
旨

本
稿
は
、
多
種
多
用
な
要
因
で
発
遣
さ
れ
る
山
陵
使
の
な
か
で
も
、
即
位
の
正
当
性
と
密
接
に
関
わ
る
即
位
山
陵
使
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
即
位
山
陵
使
の
成
立
背
景
を
検
討
し
、
大
同
五
年
（
八
一
〇
）
の
政
変
に
と
も
な
う
王
権
の
動
揺
が
、
淳
和
期
に
お
け
る
即
位
山
陵
使
の
成
立
に
影
響

し
た
こ
と
を
想
定
し
た
。
成
立
期
の
即
位
山
陵
使
に
お
い
て
は
、
桓
武
を
被
葬
者
と
す
る
柏
原
陵
が
重
視
さ
れ
て
お
り
、
嵯
峨
系
・
淳
和
系
共
通
の
祖
で
あ

る
桓
武
の
恩
寵
と
両
王
統
の
相
互
承
認
に
よ
っ
て
、
即
位
を
正
当
化
す
る
と
い
う
機
能
が
期
待
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
次
に
清
和
期
以
降
の
即
位
山
陵
使
の
展

開
を
、
大
き
く
三
つ
の
時
期
に
区
分
し
て
検
討
す
る
と
、
清
和
期
に
幼
帝
即
位
の
正
当
性
を
補
強
す
る
目
的
で
再
評
価
さ
れ
た
即
位
山
陵
使
は
、
新
た
な
嫡

系
継
承
が
模
索
さ
れ
た
光
孝
期
以
降
に
な
る
と
、
多
数
の
直
系
祖
先
に
使
者
を
派
遣
す
る
形
が
定
着
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
清
和
期
に
対
象
と
さ
れ
た

外
祖
父
母
墓
は
、
陽
成
期
以
後
に
は
確
認
で
き
な
く
な
る
が
、
朱
雀
期
ま
で
に
は
復
活
し
て
お
り
、
外
祖
父
の
地
位
が
向
上
す
る
摂
関
期
に
は
今
上
外
祖
父

一
墓
に
集
約
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
外
祖
父
墓
の
重
視
は
、
父
系
直
系
祖
先
か
ら
即
位
の
正
当
性
を
担
保
し
て
き
た
即
位
山
陵
使
の
地
位
を
低
下
さ
せ
た
が
、

院
政
期
に
家
父
長
権
を
有
す
る
院
の
権
力
が
確
立
す
る
と
、
そ
の
影
響
の
も
と
即
位
山
陵
使
に
も
改
変
が
加
え
ら
れ
、
外
祖
父
墓
は
派
遣
対
象
か
ら
除
外
さ

れ
て
い
く
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】　

即
位
山
陵
使　

即
位
の
正
当
性　

王
統
迭
立　

父
系
直
系
祖
先　

外
祖
父
墓



2

は
じ
め
に

国
家
が
支
配
を
貫
徹
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
支
配
の
正
当
性
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
論
を
俟
た
な
い
。
日
本
古
代
に
お
い
て
、

支
配
者
で
あ
る
天
皇
の
正
当
性
の
ひ
と
つ
は
祖
先
代
々
か
ら
の
系
譜
に
求
め
ら
れ
て
お
り
、
祖
先
祭
祀
は
そ
れ
を
誇
示
す
る
た
め
の
明
瞭

な
手
段
で
あ
っ
た
。

山
陵
祭
祀
は
祖
先
祭
祀
の
一
形
態
で
あ
り
、
そ
の
研
究
は
荷
前
別
貢
幣
を
中
心
に
進
め
ら
れ
て
き
た
。
荷
前
は
毎
年
十
二
月
に
使
者
を

発
遣
し
、
陵
墓
に
幣
物
を
奉
る
祭
祀
で
あ
る
。
そ
の
特
徴
か
ら
常
幣
と
別
貢
幣
と
に
大
別
さ
れ
、
広
範
な
陵
墓
を
対
象
と
す
る
常
幣
に
対

し
て
、
特
定
の
陵
墓
を
優
遇
す
る
制
度
が
別
貢
幣
と
理
解
で
き
る
。
別
貢
幣
の
対
象
陵
墓
は
基
本
的
に
天
皇
と
の
血
縁
関
係
に
よ
っ
て
選

ば
れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
服
藤
早
苗
氏
は
直
系
継
承
原
理
の
萌
芽
を
論
じ
た（（
（

。
現
在
ま
で
の
別
貢
幣
研
究
は
、
こ
の
服
藤
氏
の
研
究
を
批

判
す
る
こ
と
で
深
化
し
て
き
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
な
い（（
（

。

他
方
、
恒
例
と
し
て
毎
年
山
陵
に
発
遣
さ
れ
る
荷
前
に
対
し
、
臨
時
に
発
遣
さ
れ
る
使
者
を
山
陵
使
と
い
う（（
（

。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、

す
で
に
服
藤
氏
が
「『
別
貢
幣
』
儀
式
が
担
っ
て
い
た
直
系
血
縁
祖
先
へ
の
祭
祀
が
、
即
位
・
立
太
子
・
立
后
・
天
皇
皇
太
子
の
元
服
等
皇

位
継
承
に
か
か
わ
る
諸
時
点
で
の
山
陵
奉
幣
に
移
行
さ
れ
る
」
と
述
べ
て
お
り
、
荷
前
と
と
も
に
山
陵
使
の
重
要
性
に
つ
い
て
も
指
摘
し

て
い
る（（
（

。
ま
た
、
律
令
国
家
に
よ
る
山
陵
祭
祀
を
網
羅
的
に
考
察
し
た
田
中
聡
氏
は
、
荷
前
に
研
究
が
集
中
し
て
い
る
現
状
に
警
鐘
を
鳴

ら
し
、「
臨
時
奉
幣
は
当
初
か
ら
『
陵
墓
』
祭
祀
の
き
わ
め
て
重
要
な
一
角
を
占
め
て
い
た
」
こ
と
を
強
調
し
て
い
る（（
（

。
近
年
で
は
、
立
后

山
陵
使
の
成
立
と
展
開
を
考
察
し
た
並
木
和
子
氏
の
研
究
や
（
（
（

、
観
隆
寺
陵
と
関
連
づ
け
て
即
位
山
陵
使
を
検
討
し
た
黒
羽
亮
太
氏
の
研
究

も
提
示
さ
れ
て
お
り（（
（

、
山
陵
使
の
研
究
は
徐
々
に
蓄
積
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
で
も
ま
だ
、
山
陵
使
研
究
は
発
展
途
上
と
い
わ
ざ

る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。
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か
か
る
状
況
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
は
山
陵
使
を
考
察
の
対
象
と
す
る
。
た
だ
し
、
山
陵
使
は
多
種
多
用
な
要
因
で
発
遣
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
ら
す
べ
て
を
一
度
に
検
討
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
支
配
の
正
当
性
の
問
題
と
密
接
に
関
わ
り
、
な
お
か
つ

史
料
の
残
存
状
況
が
比
較
的
良
好
な
即
位
山
陵
使
を
分
析
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

一
．
即
位
山
陵
使
の
成
立

令
制
下
に
お
け
る
山
陵
使
の
初
見
記
事
は
、
文
武
二
年
（
六
九
八
）
に
新
羅
貢
物
を
大
内
山
（
天
武
）
陵
に
奉
献
し
た
と
き
の
も
の
で

あ
る（（
（

。
こ
れ
以
降
の
国
史
に
は
多
数
の
山
陵
使
の
発
遣
記
事
が
確
認
で
き
る
が
、
そ
の
な
か
に
は
即
位
山
陵
使
と
推
測
さ
れ
る
事
例
も
含

ま
れ
て
い
る
。

【
史
料
1
】『
続
日
本
紀
』
慶
雲
四
年
（
七
〇
七
）
七
月
庚
子
（
五
日
）
条

有
レ
事
二
于
大
内
山
陵
一。

こ
こ
に
み
え
る
「
事つ
か

ふ
る
こ
と
」
は
、
同
月
十
七
日
に
元
明
が
即
位
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
即
位
を
指
す
と
考
え
ら
れ
て
い
る（（
（

。
た
だ

し
こ
の
記
事
の
ほ
か
に
は
、『
続
日
本
紀
』
か
ら
即
位
山
陵
使
の
発
遣
記
事
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
即
位
と
い
う
国
家
大
事
に
お

け
る
山
陵
使
の
発
遣
が
、
元
正
か
ら
桓
武
ま
で
の
七
代
に
わ
た
っ
て
書
き
落
と
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
た
め
、
八
世
紀
段
階
に
お
い
て

は
即
位
山
陵
使
の
発
遣
は
恒
例
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
慶
雲
四
年
に
限
っ
て
即
位
山
陵
使
が
発
遣
さ
れ
た
の
は
、
首
親

王
へ
の
継
承
を
前
提
と
し
て
い
た
元
明
の
特
殊
な
即
位
事
情
を
、
大
内
山
（
天
武
・
持
統
（
（1
（

）
陵
に
説
明
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る（（1
（

。

次
に
み
え
る
即
位
山
陵
使
の
発
遣
記
事
は
、
淳
和
即
位
時
の
も
の
で
あ
る
。

【
史
料
2
】『
日
本
紀
略
』
弘
仁
十
四
年
（
八
二
三
）
四
月
己
酉
（
二
十
五
日
）
条
（
抄
出
）
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遣
下
二
使
諸
山
陵
一、
告
中
即
位
之
由
上。
臣
諱
淳和
云
々
。（
中
略
）
差
二
中
納
言
従
三
位
良
岑
朝
臣
安
世
一、
天
皇
受
レ
譲
、
幷
定
二
皇
太
子
一

事
、
告
二
于
柏
原
山
陵
一。
其
詞
曰
、
天
皇
恐
美
恐
美毛
云
々
奏
。

こ
こ
で
は
諸
山
陵
を
対
象
と
し
て
、
淳
和
即
位
と
正
良
親
王
立
太
子
が
奉
告
さ
れ
た
と
あ
る
。
す
で
に
先
行
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
こ
れ
が
即
位
山
陵
使
の
初
例
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う（（1
（

。
た
だ
し
、
当
該
期
の
『
日
本
後
紀
』
は
散
逸
し
て
い
る
た
め
、
派
遣

対
象
に
柏
原
（
桓
武
）
陵
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
確
実
と
し
て
も
、
そ
れ
以
外
の
事
情
は
判
然
と
し
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
参
考
と

な
る
の
が
、
次
の
事
例
と
な
る
仁
明
の
即
位
山
陵
使
で
あ
る
。

【
史
料
3
】『
続
日
本
後
紀
』
天
長
十
年
（
八
三
三
）
三
月
壬
辰
（
五
日
）
条
（
抄
出
）

頒
二
遣
中
納
言
従
三
位
兼
行
民
部
卿
藤
原
朝
臣
愛
発
・
正
三
位
行
権
中
納
言
藤
原
朝
臣
吉
野
・
従
四
位
下
因
幡
守
高
枝
王
・
正
四
位

下
式
部
大
輔
安
倍
朝
臣
吉
人
等
於
柏
原
・
長
岡
二
山
陵
一、
予
告
下
可
二
即
位
一
之
状
上
曰
、
①
天
皇
恐
毛々
申
賜
部止
申
久
、
後
太
上
天
皇
厚

矜
乎
垂
賜
天
、
天
之
日
嗣
乎
授
賜
閉利
。
不
レ
堪
流
状
再
比
三
比
申
賜
閉止
、
許
賜
波須
。
故
是
以
、
大
御
坐
処
乎
掃
潔
侍
而
、
天
之
日
嗣
乎
戴
荷
知
、

守
仕
奉
倍支
事
乎
、
恐
毛々
申
賜
久止
奏
。
②
又
申
久
、
掛
畏
支
柏
原
御
門
乃
天
朝
矜
賜
波牟
厚
慈
乎
蒙
戴
天之
、
天
之
日
嗣
政
者
平
久
、
天
地
日
月
止

共
尓
守
供
奉
部
之
止

思
念
事
乎
、
恐
毛々
申
賜
久止
奏
。
③
辞
別
申
久
、
正
嗣
止
有
閉岐
恒
貞
親
王
乎
皇
太
子
止
定
賜
布
状
、
恐
美
恐
美毛
申
賜
止
奏
。

仁
明
の
即
位
は
同
月
六
日
に
あ
り
、
そ
の
前
日
に
柏
原
陵
と
長
岡
（
藤
原
乙
牟
漏
）
陵
に
奉
告
さ
れ
た
。
ま
た
淳
和
の
事
例
と
同
様
に

立
太
子
も
奉
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
即
位
と
立
太
子
は
ほ
ぼ
同
時
に
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
即
位
山
陵
使
と

立
太
子
山
陵
使
も
一
体
と
な
っ
て
運
用
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
告
文
は
内
容
か
ら
三
段
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
要
約
す
る
と
以

下
の
よ
う
に
な
る
。

①　

淳
和
上
皇
の
厚
き
矜
れ
み
に
よ
っ
て
皇
位
を
継
承
す
る

②　

桓
武
天
皇
の
厚
き
慈
し
み
に
よ
っ
て
天
下
を
統
治
し
て
い
く
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③　

正
統
な
皇
位
継
承
者
で
あ
る
恒
貞
親
王
を
皇
太
子
と
定
め
る

こ
の
う
ち
、
①
と
②
が
即
位
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
告
文
に
お
け
る
仁
明
即
位
の
正
当
性
は
、
淳
和
・
桓
武
と
い
う
二
人
の
先

帝
に
よ
る
恩
寵
（
＝
即
位
の
承
認
）
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

他
方
、
派
遣
対
象
と
な
っ
た
山
陵
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
史
料
2
・
3
で
対
象
と
さ
れ
た
山
陵
は
従
来
、
淳
和
・
仁
明
に
と
っ
て
血
縁
的

に
近
い
山
陵
が
選
ば
れ
た
と
理
解
さ
れ
て
き
た（（1
（

。
仁
明
祖
母
の
乙
牟
漏
の
山
陵
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
天
皇
と
の
血
縁
関
係

が
選
定
基
準
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
た
だ
し
、
成
立
期
の
即
位
山
陵
使
に
お
い
て
は
、
二
つ
の
事
例
で
と
も
に
派
遣

さ
れ
て
い
る
柏
原
陵
の
存
在
が
、
血
縁
関
係
以
上
に
重
視
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
が
、
以
下
に
掲

げ
る
『
続
日
本
後
紀
』
の
記
事
で
あ
る
。

【
史
料
4
】『
続
日
本
後
紀
』
承
和
九
年
（
八
四
二
）
七
月
丙
辰
（
二
十
四
日
）
条
（
抄
出
）

勅
遣
二
参
議
正
四
位
下
勲
六
等
朝
野
宿
禰
鹿
取
等
於
嵯
峨
山
陵
一、
告
下
廃
二
皇
太
子
一
状
上
曰
、
天
皇
我
御
命
尓
坐
、
挂
畏
山
陵
尓
申
賜
倍止

奏
久
、
比
者
、
東
宮
帯
刀
舎
人
伴
健
岑
、
与
二
橘
朝
臣
逸
勢
一
挟
二
懐
悪
心
一
天
、
謀
レ
傾
二
国
家
一
介利
。
挂
畏
山
陵
乃
厚
顧
尓
依
天
、
其
事
発

覚
礼奴
。
捜
二
求
事
迹
一、
事
縁
二
皇
太
子
一。
因
レ
茲
、
食
国
法
随
尓
、
皇
太
子
位
停
退
留
状
乎
、
恐
美
恐
毛
申
賜
久止
申
。

【
史
料
5
】『
続
日
本
後
紀
』
承
和
九
年
八
月
乙
丑
（
四
日
）
条
（
抄
出
）

是
日
、
立
二
皇
太
子
一。（
中
略
）
遣
下
二
中
使
一
告
中
於
柏
原
山
陵
上
曰
、
天
皇
我
詔
旨
尓
坐
、
挂
畏
岐
柏
原
乃
山
陵
尓
申
之
賜
倍止
申
久
、
頃
者
、

東
宮
帯
刀
舎
人
伴
健
岑
、
与
二
橘
逸
勢
一
悪
心
乎
挟
懐
天
、
国
家
乎
傾
牟止
謀
礼利
。
挂
畏
支
山
陵
乃
厚
顧
尓
依
天
、
其
事
発
覚
奴
。
事
迹
乎
捜
尓
、

縁
二
皇
太
子
一。
因
レ
茲
、
皇
太
子
位
乎
停
退
許止
畢
奴
。
食
国
乃
随
レ
法
尓
可
レ
有
岐
政
止
之

天

、
道
康
親
王
乎
立
天
皇
太
子
止
定
賜
不
。
此
状
乎
、
参

議
従
三
位
兼
越
中
守
朝
野
宿
禰
鹿
取
・
散
位
頭
正
五
位
下
楠
野
王
等
乎
差
レ
使
天
、
恐
美
恐
美毛
申
賜
久止
申
。

承
和
九
年
七
月
十
七
日
に
は
皇
太
子
周
辺
で
謀
反
が
発
覚
し
、
同
月
二
十
三
日
に
は
恒
貞
親
王
の
廃
太
子
が
決
定
し
て
い
る
が
、
史
料
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4
は
廃
太
子
の
翌
日
に
発
遣
さ
れ
、
事
件
の
経
緯
と
恒
貞
廃
太
子
を
嵯
峨
陵
に
奉
告
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
公
卿
上
表
を
経
て
八

月
四
日
に
道
康
親
王
が
立
太
子
さ
れ
、
史
料
5
に
み
え
る
立
太
子
山
陵
使
が
当
日
に
発
遣
さ
れ
た
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
立
太
子
奉

告
の
対
象
が
柏
原
陵
の
み
と
い
う
点
で
あ
る
。
謀
反
や
廃
太
子
は
嵯
峨
陵
に
奉
告
さ
れ
て
い
て
、
柏
原
陵
を
含
む
ほ
か
の
山
陵
に
使
者
が

派
遣
さ
れ
た
形
跡
は
確
認
で
き
な
い
。
嵯
峨
は
仁
明
の
父
で
、
し
か
も
恒
貞
に
と
っ
て
も
祖
父
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
嵯
峨
陵
に
使
者
を

発
遣
し
た
の
は
当
然
と
も
い
え
る
。
し
か
し
立
太
子
に
関
し
て
は
、
嵯
峨
陵
に
奉
告
さ
れ
た
形
跡
が
な
く
、
柏
原
陵
の
み
が
対
象
と
な
っ

て
い
る
。
少
な
く
と
も
立
太
子
山
陵
使
に
お
い
て
は
、
柏
原
陵
が
重
視
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う（（1
（

。

以
上
を
踏
ま
え
て
、
淳
和
期
に
即
位
山
陵
使
が
創
始
さ
れ
た
理
由
を
考
え
た
い
。
結
論
か
ら
述
べ
れ
ば
、
す
で
に
先
行
研
究
で
も
指
摘

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
大
同
五
年
（
八
一
〇
）
の
政
変
に
と
も
な
う
王
権
の
動
揺
が
影
響
し
た
の
だ
ろ
う（（1
（

。
す
な
わ
ち
桓
武
に
よ
っ
て
嫡

系
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
平
城
系
は
、
政
変
に
よ
っ
て
皇
位
継
承
レ
ー
ス
か
ら
脱
落
し
、
九
世
紀
前
半
に
は
嵯
峨
系
と
淳
和
系
に
よ
る
王
統

迭
立
が
顕
現
し
た
。
即
位
・
立
太
子
山
陵
使
が
創
始
さ
れ
た
弘
仁
十
四
年
に
は
、
嵯
峨
系
か
ら
淳
和
系
へ
と
い
う
皇
位
継
承
が
お
こ
な
わ

れ
、
し
か
も
嵯
峨
系
か
ら
皇
太
子
が
立
つ
と
い
う
事
情
も
あ
っ
て
、
政
変
以
前
は
傍
系
に
す
ぎ
な
か
っ
た
両
王
統
に
と
っ
て
は
即
位
・
立

太
子
の
正
当
性
を
示
す
必
要
が
で
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
共
通
の
祖
で
あ
る
桓
武
の
恩
寵
を
受
け
た
こ
と
を
演
出
し
、
な
お
か
つ
両

王
統
が
即
位
・
立
太
子
を
相
互
に
承
認
す
る
こ
と
で
、
そ
の
正
当
性
を
示
そ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
考
え
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
即
位
山
陵
使
は
王
統
迭
立
の
副
産
物
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
よ
っ
て
、
承
和
の
変
で
王
統
が
嵯
峨

系
に
一
本
化
さ
れ
る
と
、
山
陵
使
派
遣
の
意
義
は
大
幅
に
減
少
し
た
と
推
測
で
き
る
。
次
に
掲
げ
る
史
料
は
、
承
和
の
変
以
降
最
初
に
発

遣
さ
れ
た
即
位
山
陵
使
の
記
事
で
あ
る
。

【
史
料
6
】『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』
嘉
祥
三
年
（
八
五
〇
）
四
月
癸
亥
（
十
六
日
）
条

遣
二
権
中
納
言
橘
朝
臣
岑
継
一、
告
二
深
草
山
陵
一
以
二
即
位
之
由
一。
其
策
文
曰
、
掛
畏
支
天
皇
朝
庭
尓
、
恐
見
恐
見毛
申
賜
久
、
遣
多
万

倍
留
詔
乃
随
尓
、



7　即位山陵使の成立と展開

天
日
嗣
尓
仕
奉
倍支
状
乎
、
公
卿
等
屡
勧
請
天
、
而
日
月
毛
近
久
、
心
神
毛
哀
迷
尓
依
弖
、
不
レ
堪
流
状
再
比
三
比
懼
利
辞
止毛
、
御
命
旨
止
言
弖
固
勧

強
礼波
、
己
志
尓波
従
己止
不
レ
得
。
故
是
以
、
大
御
坐
処
乎
掃
潔
侍
弖
、
天
之
日
嗣
乎
戴
荷
知
守
供
奉
倍支
事
乎
、
恐
見
恐
見毛
申
賜
久止
奏
。
又
申
久
、
掛

畏
支
天
皇
朝
庭
乃
矜
賜
牟
厚
慈
乎
蒙
戴
弖之
、
天
之
日
嗣
乃
政
者
平
久
、
天
地
日
月
止
共
尓
守
仕
奉
倍
之
止

思
食
事
乎
、
恐
見
恐
見毛
申
賜
久止
奏
。

史
料
6
は
文
徳
の
即
位
山
陵
使
で
、
そ
の
奉
告
対
象
は
深
草
（
仁
明
）
陵
の
み
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
柏
原
陵
が
対
象
か
ら
外
さ
れ
た

こ
と
で
、
史
料
3
で
は
第
一
段
（
淳
和
）
と
第
二
段
（
桓
武
）
に
分
か
れ
て
い
た
告
文
の
対
象
も
、
仁
明
に
一
本
化
さ
れ
て
い
る
。
嵯
峨

系
に
よ
る
嫡
系
継
承
が
選
択
さ
れ
た
こ
と
で
、
即
位
時
に
求
め
ら
れ
て
い
た
正
当
性
の
根
拠
を
桓
武
ま
で
遡
っ
て
示
す
必
要
が
な
く
な
っ

た
と
認
識
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

以
上
、
即
位
山
陵
使
は
嵯
峨
系
・
淳
和
系
に
よ
る
皇
位
継
承
を
正
当
化
す
る
た
め
、
立
太
子
山
陵
使
と
と
も
に
創
始
さ
れ
た
祭
祀
で
あ

り
、
承
和
の
変
に
よ
っ
て
王
統
迭
立
が
解
消
さ
れ
た
こ
と
で
、
当
初
の
役
割
を
終
え
た
こ
と
を
述
べ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
以
降
も
即

位
山
陵
使
は
継
続
し
て
発
遣
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
節
を
改
め
て
検
討
す
る
。

二
．
即
位
山
陵
使
の
展
開

次
頁
の
表
は
、
平
安
時
代
に
み
え
る
即
位
山
陵
使
の
事
例
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
即
位
山
陵
使
は
平
安
時
代
を
通
し
て
発
遣
さ
れ

て
い
た
が
、
そ
こ
に
は
い
く
つ
か
の
画
期
が
確
認
で
き
る
。
本
稿
で
は
大
き
く
三
つ
に
時
期
を
区
分
し
て
、
即
位
山
陵
使
の
展
開
を
検
討

し
て
い
く
。
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【
表
】
平
安
時
代
の
即
位
山
陵
使

践
祚

即
位

発
遣

対
象
陵
墓

主
な
典
拠
史
料

淳
和

弘
仁
一
四
年

四
月
一
六
日

弘
仁
一
四
年

四
月
二
七
日

弘
仁
一
四
年

四
月
二
五
日

柏
原
（
桓
武
） 

他

『
日
本
紀
略
』

仁
明

天
長
一
〇
年

二
月
二
八
日

天
長
一
〇
年

三
月
六
日

天
長
一
〇
年

三
月
五
日

柏
原
（
桓
武
）、
長
岡
（
藤
原
乙
牟
漏
）

『
続
日
本
後
紀
』

文
徳

嘉
祥
三
年

三
月
二
一
日

嘉
祥
三
年

四
月
一
七
日

嘉
祥
三
年

四
月
一
六
日

深
草
（
仁
明
）

『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』

清
和

天
安
二
年

八
月
二
七
日

天
安
二
年

一
一
月
七
日

天
安
二
年

一
一
月
五
日

山
階
（
天
智
）、
柏
原
（
桓
武
）、
嵯
峨
、
深
草
（
仁
明
）、
真
原
（
文

徳
）、
愛
宕
（
源
潔
姫
）

『
日
本
三
代
実
録
』

陽
成

貞
観
一
八
年

一
一
月
二
九
日
元
慶
元
年

正
月
三
日

貞
観
一
八
年

一
二
月
二
九
日
田
邑
（
文
徳
）

『
日
本
三
代
実
録
』

光
孝

元
慶
八
年

二
月
五
日

元
慶
八
年

二
月
二
三
日

元
慶
八
年

二
月
二
一
日

山
階
（
天
智
）、
柏
原
（
桓
武
）、
嵯
峨
、
深
草
（
仁
明
）

『
日
本
三
代
実
録
』

宇
多

仁
和
三
年

八
月
二
六
日

仁
和
三
年

一
一
月
一
七
日

醍
醐

寛
平
九
年

七
月
三
日

寛
平
九
年

七
月
一
三
日

寛
平
九
年

八
月
八
日

『
御
即
位
条
々
勘
例
』

女
叙
位
山
陵
使
大
奉
幣
等

朱
雀

延
長
八
年

九
月
二
二
日

延
長
八
年

一
一
月
二
一
日
延
長
八
年

一
一
月
一
八
日
山
階
（
天
智
）、
柏
原
（
桓
武
）、
嵯
峨
、
深
草
（
仁
明
）、
田
邑
（
光

孝
）、
後
山
階
（
醍
醐
）、
堀
河
太
政
大
臣
（
藤
原
基
経
）、
後
贈
太
政
大

臣
（
藤
原
高
藤
）

『
北
山
抄
』
巻
五 

『
即
位
雑
例
条
々
』兼
日
上

村
上

天
慶
九
年

四
月
二
〇
日

天
慶
九
年

四
月
二
八
日

天
慶
九
年

四
月
二
六
日

山
階
（
天
智
）、
柏
原
（
桓
武
）、
嵯
峨
、
深
草
（
仁
明
）、
後
田
邑
（
光

孝
）、
後
山
階
（
醍
醐
）、
宇
治
（
藤
原
基
経
）、
後
宇
治
墓
（
人
康
親

王
女
）

『
外
記
日
記
』

（『
御
即
位
部
類
』
所
収
） 

『
拾
芥
抄
』
下

冷
泉

康
保
四
年

五
月
二
五
日

康
保
四
年

一
〇
月
一
一
日
康
保
四
年

一
〇
月
五
日

陵
六
所
（
天
智
、
桓
武
、
嵯
峨
、
仁
明
、
光
孝
、
醍
醐
）、
先
帝
（
村

上
）、
右
大
臣
（
藤
原
師
輔
）

『
北
山
抄
』
巻
五

円
融

安
和
二
年

八
月
一
三
日

安
和
二
年

九
月
二
三
日

安
和
二
年

九
月
二
二
日

山
階
（
天
智
）、
柏
原
（
桓
武
）、
嵯
峨
、
深
草
（
仁
明
）、
後
田
邑
（
光

孝
）、
後
山
階
（
醍
醐
）、
村
上
、
宇
治
（
藤
原
師
輔
）

『
即
位
雑
例
条
々
』兼
日
上
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花
山

永
観
二
年

八
月
二
七
日

永
観
二
年

一
〇
月
一
〇
日
永
観
二
年

一
〇
月
四
日

山
階
（
天
智
）、
柏
原
（
桓
武
）、
嵯
峨
、
深
草
（
仁
明
）、
後
田
邑
（
光

孝
）、
後
山
階
（
醍
醐
）、
村
上
、
宇
治
（
藤
原
伊
尹
）

『
日
本
紀
略
』

一
条

寛
和
二
年

六
月
二
三
日

寛
和
二
年

七
月
二
二
日

寛
和
二
年

七
月
一
七
日

『
即
位
雑
例
条
々
』兼
日
上 

『
御
即
位
条
々
勘
例
』

女
叙
位
山
陵
使
大
奉
幣
等

三
条

寛
弘
八
年

六
月
一
三
日

寛
弘
八
年

一
〇
月
一
六
日
寛
弘
八
年

一
〇
月
二
二
日
山
階
（
天
智
）、
柏
原
（
桓
武
）、
嵯
峨
、
深
草
（
仁
明
）、
後
田
邑
（
光

孝
）、
醍
醐
、
村
上
、
宇
治
（
藤
原
兼
家
）

『
権
記
』

後
一
条
長
和
五
年

正
月
二
九
日

長
和
五
年

二
月
七
日

長
和
五
年

五
月
一
七
日

八
箇
所
（
天
智
、
桓
武
、
嵯
峨
、
仁
明
、
光
孝
、
醍
醐
）、
村
上
、
円
成

寺
（
一
条
）

『
御
堂
関
白
記
』

後
朱
雀
長
元
九
年

四
月
一
七
日

長
元
九
年

七
月
一
〇
日

長
元
九
年

八
月
二
二
日

『
範
国
記
』 

『
御
即
位
条
々
勘
例
』

女
叙
位
山
陵
使
大
奉
幣
等

後
冷
泉
寛
徳
二
年

正
月
一
六
日

寛
徳
二
年

四
月
八
日

寛
徳
二
年

五
月
二
九
日

『
御
即
位
条
々
勘
例
』

女
叙
位
山
陵
使
大
奉
幣
等

後
三
条
治
暦
四
年

四
月
一
九
日

治
暦
四
年

七
月
二
一
日

治
暦
四
年

八
月
一
二
日

山
階
（
天
智
）、
柏
原
（
桓
武
）、
嵯
峨
、
深
草
（
仁
明
）、
後
田
邑
（
光

孝
）、
後
山
階
（
醍
醐
）、
村
上
、
観
隆
寺
（
三
条
）、
円
教
寺
（
後
朱
雀
）『
本
朝
世
紀
』 

『
御
即
位
部
類
』

白
河

延
久
四
年

一
二
月
八
日

延
久
四
年

一
二
月
二
九
日
延
久
五
年

二
月
一
八
日

『
御
即
位
条
々
勘
例
』

女
叙
位
山
陵
使
大
奉
幣
等

堀
河

応
徳
三
年

一
一
月
二
六
日
応
徳
三
年

一
二
月
一
九
日
寛
治
元
年

二
月
二
九
日

『
御
即
位
条
々
勘
例
』

女
叙
位
山
陵
使
大
奉
幣
等

鳥
羽

嘉
承
二
年

七
月
一
九
日

嘉
承
二
年

一
二
月
一
日

天
仁
元
年

二
月
二
二
日

山
階
（
天
智
）、
柏
原
（
桓
武
）、
嵯
峨
、
深
草
（
仁
明
）、
後
田
邑
（
光

孝
）、
後
山
階
（
醍
醐
）、
村
上
、
香
隆
寺
（
堀
河
）、
宇
治
（
藤
原
苡

子
）、
後
宇
治
（
藤
原
実
季
）

『
中
右
記
』 

『
即
位
雑
例
条
々
』兼
日
上

崇
徳

保
安
四
年

正
月
二
八
日

保
安
四
年

二
月
一
九
日

保
安
四
年

五
月
一
二
日

『
御
即
位
条
々
勘
例
』

女
叙
位
山
陵
使
大
奉
幣
等

近
衛

永
治
元
年

一
二
月
七
日

永
治
元
年

一
二
月
二
七
日
康
治
元
年

二
月
二
四
日

山
階
（
天
智
）、
柏
原
（
桓
武
）、
嵯
峨
、
深
草
（
仁
明
）、
後
田
邑
（
光

孝
）、
後
山
階
（
醍
醐
）、
村
上
、
後
円
教
寺
（
堀
河
）

『
本
朝
世
紀
』

後
白
河
久
寿
二
年

七
月
二
四
日

久
寿
二
年

一
〇
月
二
六
日
久
寿
二
年

一
二
月
二
七
日

『
御
即
位
条
々
勘
例
』

女
叙
位
山
陵
使
大
奉
幣
等
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二
条

保
元
三
年

八
月
一
一
日

保
元
三
年

一
二
月
二
〇
日
平
治
元
年

三
月
五
日

『
御
即
位
条
々
勘
例
』

女
叙
位
山
陵
使
大
奉
幣
等

六
条

永
万
元
年

六
月
二
五
日

永
万
元
年

七
月
二
七
日

永
万
元
年

一
二
月
二
六
日
山
科
（
天
智
）、
柏
原
（
桓
武
）、
嵯
峨
、
深
草
（
仁
明
）、
後
田
邑
（
光

孝
）、
後
山
科
（
醍
醐
）、
村
上
、
鳥
羽

『
顕
広
王
記
』

高
倉

仁
安
三
年

二
月
一
九
日

仁
安
三
年

三
月
二
〇
日

仁
安
三
年

四
月
三
〇
日

山
階
（
天
智
）、
柏
原
（
桓
武
）、
嵯
峨
、
深
草
（
仁
明
）、
後
田
邑
（
光

孝
）、
後
山
階
（
醍
醐
）、
村
上
、
安
楽
寿
院
（
鳥
羽
）

『
愚
昧
記
』 

『
兵
範
記
』

安
徳

治
承
四
年

二
月
二
一
日

治
承
四
年

四
月
二
二
日

治
承
四
年

七
月
二
一
日

山
階
（
天
智
）、
柏
原
（
桓
武
）、
嵯
峨
、
深
草
（
仁
明
）、
後
田
邑
（
光

孝
）、
後
山
階
（
醍
醐
）、
村
上
、
安
楽
寿
院
（
鳥
羽
）

『
言
継
卿
記
』

後
鳥
羽
寿
永
二
年

八
月
二
〇
日

元
暦
元
年

七
月
二
八
日

元
暦
元
年

八
月
二
三
日

山
階
（
天
智
）、
柏
原
（
桓
武
）、
嵯
峨
、
深
草
（
仁
明
）、
後
田
邑
（
光

孝
）、
後
山
階
（
醍
醐
）、
村
上
、
安
楽
寿
院
（
鳥
羽
）、
清
閑
寺
（
高
倉
）『
山
槐
記
』

（
一
）
対
象
山
陵
の
拡
大
（
清
和
～
光
孝
）

前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
文
徳
の
即
位
山
陵
使
は
深
草
陵
の
み
を
奉
告
対
象
と
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
嫡
系
継
承
が
安
定
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
数
代
前
ま
で
遡
っ
て
正
当
性
の
根
拠
を
求
め
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
た
め
に
生
じ
た
変
化
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
清
和
の
時
点

で
、
早
く
も
山
陵
使
派
遣
の
対
象
に
大
き
な
変
化
が
み
ら
れ
る
。

【
史
料
7
】『
日
本
三
代
実
録
』
天
安
二
年
（
八
五
八
）
十
一
月
五
日
壬
戌
条

以
二
正
三
位
行
中
納
言
源
朝
臣
定
・
従
四
位
下
行
左
馬
頭
在
原
朝
臣
行
平
一
為
二
山
階
山
陵
使
一。
参
議
左
大
弁
従
四
位
上
兼
行
左
衛
門

督
伊
予
権
守
藤
原
朝
臣
氏
宗
・
従
四
位
上
行
中
務
大
輔
清
原
真
人
滝
雄
為
二
柏
原
山
陵
使
一。
大
納
言
正
三
位
兼
行
右
近
衛
大
将
民
部

卿
陸
奥
出
羽
按
察
使
安
倍
朝
臣
安
仁
・
中
務
少
輔
従
五
位
下
源
朝
臣
包
為
二
嵯
峨
山
陵
使
一。
参
議
従
三
位
行
中
宮
大
夫
伴
宿
禰
善

男
・
大
舍
人
頭
従
五
位
上
島
江
王
為
二
深
草
山
陵
使
一。
参
議
勘
解
由
長
官
兼
左
近
衛
中
将
従
四
位
下
守
右
大
弁
行
讃
岐
守
藤
原
朝
臣

良
縄
・
従
四
位
下
行
文
章
博
士
兼
播
磨
権
守
菅
原
朝
臣
是
善
為
二
真
原
山
陵
使
一。
従
四
位
上
行
右
兵
衛
督
源
朝
臣
勤
為
二
今
上
外
祖
母

源
氏
愛
宕
墓
使
一。
並
告
以
二
天
皇
即
位
一
也
。
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こ
の
と
き
派
遣
さ
れ
た
陵
墓
は
、
山
階
（
天
智
）・
柏
原
・
嵯
峨
・
深
草
・
真
原
（
文
徳
（
（1
（

）
と
い
う
直
系
祖
先
の
五
陵
と
、
清
和
外
祖
母

の
源
潔
姫
の
愛
宕
墓
で
あ
っ
た
。
直
系
祖
先
の
範
囲
が
急
激
に
拡
大
し
た
こ
と
に
加
え
て
、
は
じ
め
て
対
象
に
外
祖
母
墓
が
含
ま
れ
た
こ

と
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
清
和
即
位
時
に
お
け
る
外
祖
父
母
重
視
の
姿
勢
は
、
近
墓
制
の
成
立
と
し
て
も
表
れ
て
い
る
。

【
史
料
8
】『
日
本
三
代
実
録
』
天
安
二
年
十
二
月
九
日
丙
申
条
（
抄
出
）

詔
定
三
十
陵
四
墓
献
二
年
終
荷
前
之
幣
一。（
中
略
）
贈
太
政
大
臣
正
一
位
藤
原
朝
臣
鎌
足
多
武
峯
墓
、
在
二
大
和
国
十
市
郡
一。
後
贈
太
政

大
臣
正
一
位
藤
原
朝
臣
冬
嗣
宇
治
墓
、
在
二
山
城
国
宇
治
郡
一。
尚
侍
贈
正
一
位
藤
原
朝
臣
美
都
子
次
宇
治
墓
、
在
二
山
城
国
宇
治
郡
一。

贈
正
一
位
源
朝
臣
潔
姫
愛
宕
墓
、
在
二
山
城
国
愛
宕
郡
一。

史
料
8
の
詔
に
よ
り
、
荷
前
別
貢
幣
の
対
象
と
し
て
十
陵
（
近
陵
）
の
ほ
か
、
多
武
峯
（
藤
原
鎌
足
（
（1
（

）・
宇
治
（
藤
原
冬
嗣
）・
次
宇
治

（
藤
原
美
都
子
）・
愛
宕
の
四
墓
（
近
墓
）
が
定
め
ら
れ
た
。
近
墓
制
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が（（1
（

、
こ
の
詔
を
画
期
と
し
て
別

貢
幣
の
対
象
表
記
が
「
諸
（
山
）
陵
」
か
ら
「
諸
（
山
）
陵
墓
」
に
変
化
し
た
と
の
指
摘
を
踏
ま
え
れ
ば（（1
（

、
こ
の
と
き
か
ら
墓
が
奉
幣
の

対
象
に
な
っ
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。
冬
嗣
・
美
都
子
は
文
徳
外
祖
父
母
で
あ
る
か
ら
、
四
墓
中
三
墓
は
外
祖
父
母
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ

て
い
た
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ら
一
連
の
施
策
は
、
逆
説
的
に
清
和
即
位
の
正
当
性
に
何
ら
か
の
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
清
和
は
父

文
徳
に
よ
っ
て
皇
太
子
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
嫡
系
継
承
と
い
う
観
点
か
ら
は
問
題
が
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て

は
や
は
り
、
先
行
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
清
和
が
幼
帝
で
あ
っ
た
こ
と
が
要
因
と
考
え
ら
れ
よ
う（（2
（

。
ほ
か
の
候
補
を
退
け

て
ま
で
、
統
治
能
力
を
も
た
な
か
っ
た
清
和
が
即
位
で
き
た
の
は
、
こ
の
時
期
に
は
統
治
能
力
の
有
無
よ
り
も
嫡
系
継
承
の
原
理
が
重
視

さ
れ
て
い
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
山
陵
祭
祀
に
よ
っ
て
清
和
の
血
縁
関
係
を
明
示
し
、
そ
れ
が
嫡
系
継
承
で
あ
る
こ

と
を
強
調
す
る
こ
と
で
、
幼
帝
の
即
位
を
正
当
化
し
よ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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し
か
し
清
和
に
は
異
母
兄
の
惟
喬
親
王
が
お
り
、
す
で
に
天
安
元
年
（
八
五
七
）
に
元
服
し
て
い
た（（2
（

。
父
系
に
よ
る
嫡
系
継
承
と
い
う

観
点
か
ら
み
れ
ば
、
清
和
と
惟
喬
親
王
と
の
間
に
差
異
は
な
く
、
む
し
ろ
成
人
し
て
い
た
惟
喬
親
王
が
有
利
で
あ
っ
た
と
さ
え
い
え
る
。

も
ち
ろ
ん
清
和
に
は
外
祖
父
藤
原
良
房
と
い
う
有
力
な
後
見
が
お
り
、
現
実
に
は
惟
喬
親
王
の
即
位
は
不
可
能
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
そ

れ
を
整
合
的
に
説
明
す
る
た
め
利
用
さ
れ
た
の
が
、
外
祖
父
母
の
存
在
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
潔
姫
墓
へ
の
即
位
奉
告
や
近
墓
制
の
創

設
は
、
外
祖
父
母
に
格
別
の
待
遇
を
与
え
る
こ
と
で
、
清
和
が
も
つ
嵯
峨
源
氏
や
代
々
母
后
を
輩
出
し
て
き
た
藤
原
氏
と
の
血
縁
関
係
が

強
調
さ
れ（（2
（

、
そ
の
優
位
性
を
示
す
こ
と
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
っ
た
。

た
だ
、
幼
帝
の
清
和
が
こ
れ
ら
を
主
導
す
る
の
は
不
可
能
で
あ
り
、
中
心
的
役
割
を
担
っ
た
の
は
良
房
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
外

祖
父
母
と
藤
原
氏
の
地
位
を
高
め
る
施
策
は
、
清
和
を
輔
弼
す
る
良
房
の
権
勢
を
支
え
る
こ
と
に
も
利
用
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
清
和
期
に
派
遣
対
象
を
拡
大
し
た
即
位
山
陵
使
で
あ
っ
た
が
、
必
ず
し
も
一
律
的
に
拡
大
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
訳
で
は

な
い
。

【
史
料
9
】『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
十
八
年
（
八
七
六
）
十
二
月
二
十
九
日
壬
申
晦
条
（
抄
出
）

遣
二
参
議
従
三
位
行
右
衛
門
督
大
江
朝
臣
音
人
・
従
四
位
下
行
右
馬
頭
在
原
朝
臣
業
平
一、
向
二
田
邑
山
陵
一、
告
以
二
天
皇
受
一レ
譲
。

史
料
9
は
陽
成
の
即
位
山
陵
使
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
対
象
と
さ
れ
て
い
る
山
陵
は
田
邑
陵
の
み
で
、
外
祖
父
母
墓
へ
の
奉
告
も
確
認
で

き
な
い
。
清
和
の
と
き
に
お
こ
な
わ
れ
た
対
象
陵
墓
の
拡
大
は
、
幼
帝
と
い
う
条
件
が
同
じ
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
陽
成
に
は
継
承
さ

れ
な
か
っ
た
。
血
縁
関
係
を
強
調
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
陽
成
即
位
時
に
父
清
和
太
上
天
皇
が
存
命
で
あ
っ
た
こ
と
が

大
き
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
参
照
し
た
い
の
が
、
次
に
掲
げ
る
史
料
で
あ
る
。

【
史
料
10
】『
本
朝
文
粋
』
巻
四　

同
（
為
二
昭
宣
公
一
辞
二
摂
政
一
上
二
太
上
皇
一
）
第
二
表
（
抄
出
）

臣
基
経
言
、
中
使
右
近
衛
権
中
将
藤
原
朝
臣
山
陰
至
、
奉
レ
伝
二
勅
旨
一、
抑
二
遏
臣
請
一。（
中
略
）
臣
謹
検
二
前
記
一、
太
上
天
皇
在
レ
世
、



13　即位山陵使の成立と展開

未
レ
聞
二
臣
下
摂
政
一。
幼
主
即
レ
位
之
時
、
或
有
二
太
后
臨
一レ
朝
。
陛
下
若
宝
二
重
社
稷
一、
憂
二
思
幼
主
一、
臣
願
公
政
之
可
レ
驚
二
視
聴
一
者
、

将
レ
聞
二
勅
於
陛
下
一。
庶
事
之
無
レ
妨
二
施
行
一
者
、
又
請
二
令
於
皇
母
一。
然
則
、
天
下
有
二
艾
安
之
治
一、
愚
臣
免
二
虚
受
之
罪
一。

こ
れ
は
、
藤
原
基
経
が
摂
政
を
辞
退
し
た
際
の
二
度
目
の
上
表
文
（
貞
観
十
八
年
十
二
月
）
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
で
基
経
（
実
際
の

作
者
は
菅
原
道
真
）
は
太
上
天
皇
の
存
命
中
に
摂
政
が
置
か
れ
た
先
例
は
な
く
、
日
常
的
な
政
務
は
皇
母
（
藤
原
高
子
）
に
決
裁
を
請
う

と
し
な
が
ら
も
、
非
常
時
の
判
断
は
太
上
天
皇
が
下
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
摂
政
の
辞
退
は
形
式
的
な
も
の
で
、『
菅
家
文
草
』

に
収
録
さ
れ
た
ほ
ぼ
同
文
の
「
第
二
表
（
（2
（

」
で
は
太
上
天
皇
に
関
す
る
文
言
が
削
除
さ
れ
て
い
る
と
い
う
問
題
も
あ
る
が
、
こ
の
時
点
で
太

上
天
皇
の
政
治
権
力
が
再
評
価
さ
れ
て
い
た
と
の
指
摘
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る（（2
（

。
太
上
天
皇
が
幼
帝
を
後
見
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
幼
帝

の
正
当
性
を
太
上
天
皇
が
保
証
す
る
こ
と
も
論
理
上
は
可
能
だ
ろ
う
。
要
す
る
に
、
幼
帝
即
位
の
正
当
性
を
附
与
す
る
先
帝
が
存
命
で
あ

れ
ば
、
こ
と
さ
ら
血
縁
関
係
を
強
調
し
な
く
と
も
、
陽
成
即
位
の
正
当
性
は
獲
得
し
得
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
陽
成
は
わ
ず
か
十
七
歳
で
譲
位
し
、
傍
系
の
光
孝
が
皇
太
子
を
経
ず
に
即
位
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
即
位
の
事
情
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
仁
明
か
ら
陽
成
ま
で
曲
が
り
な
り
に
も
貫
徹
し
て
い
た
嫡
系
継
承
が
断
絶
し
た
こ
と
で
あ
り
、
光

孝
の
即
位
は
正
当
性
に
乏
し
い
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
政
治
的
状
況
の
も
と
、
即
位
山
陵
使
は
再
び
奉
告
対
象
を
拡

大
さ
せ
て
い
く
。

【
史
料
11
】『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
八
年
（
八
八
四
）
二
月
二
十
一
日
壬
子
条
（
抄
出
）

是
日
、
遣
二
中
納
言
従
三
位
兼
行
左
衛
門
督
源
朝
臣
能
有
於
山
階
山
陵
、
参
議
刑
部
卿
兼
行
近
江
守
忠
貞
王
於
柏
原
山
陵
、
参
議
正

四
位
下
行
皇
太
后
宮
大
夫
兼
備
中
守
藤
原
朝
臣
国
経
於
嵯
峨
山
陵
、
参
議
正
四
位
下
行
左
大
弁
兼
播
磨
守
藤
原
朝
臣
山
陰
於
深
草
山

陵
一、
告
以
レ
可
二
即
位
一
也
。

光
孝
の
即
位
山
陵
使
は
、
山
階
・
柏
原
・
嵯
峨
・
深
草
の
四
陵
に
派
遣
さ
れ
た
。
文
徳
・
清
和
が
対
象
か
ら
外
さ
れ
て
い
る
が
、
意
図
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的
に
文
徳
系
を
除
外
し
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に（（2
（

、
直
系
祖
先
の
み
を
選
ん
だ
の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
仁
明
と
の
血
縁

関
係
に
よ
っ
て
正
当
性
が
担
保
さ
れ
る
光
孝
に
と
っ
て
、
比
較
的
自
由
に
派
遣
対
象
を
決
め
ら
れ
る
即
位
山
陵
使
は
、
そ
れ
を
示
す
絶
好

の
機
会
だ
っ
た
と
い
え
る
。

他
方
、
こ
の
と
き
奉
告
の
対
象
に
、
外
祖
父
母
墓
は
復
活
し
て
い
な
い
。
光
孝
外
祖
父
の
藤
原
総
継
は
藤
原
北
家
と
は
い
え
傍
流
の
出

身
で
（
（2
（

、
天
皇
の
近
親
者
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
機
械
的
に
入
れ
替
わ
る
近
墓
に
加
え
ら
れ
て
は
い
る
が（（2
（

、
そ
れ
を
即
位
山
陵
使
の
対
象
に
加

え
た
と
こ
ろ
で
、
光
孝
即
位
の
正
当
性
を
補
強
す
る
材
料
に
は
な
ら
な
い
と
判
断
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
光
孝
即
位
に
功
績
の
あ
っ

た
基
経
と
総
継
と
の
血
縁
関
係
が
、
希
薄
で
あ
っ
た
こ
と
も
関
係
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

以
上
の
考
察
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
嫡
系
継
承
が
選
択
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
当
初
の
役
割
を
終
え
た
即
位
山
陵
使
で

あ
っ
た
が
、
幼
帝
と
し
て
の
即
位
の
正
当
性
を
示
す
も
の
と
し
て
清
和
期
に
再
評
価
が
お
こ
な
わ
れ
、
新
た
に
外
祖
父
母
墓
が
加
わ
っ
た
。

そ
の
変
化
は
父
帝
が
存
命
で
あ
っ
た
陽
成
期
に
は
継
承
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
傍
系
か
ら
即
位
し
た
光
孝
期
に
は
新
た
な
嫡
系
継
承
を
模
索

し
て
い
る
か
の
よ
う
に
、
奉
告
対
象
の
山
陵
が
拡
大
す
る
。
た
だ
し
、
外
祖
父
母
墓
の
復
活
は
こ
の
時
点
で
は
お
こ
な
わ
れ
ず
、
次
の
段

階
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

（
二
）
外
祖
父
墓
の
固
定
化
（
朱
雀
～
後
一
条
）

宇
多
・
醍
醐
の
即
位
山
陵
使
の
派
遣
対
象
は
不
明
で
あ
る
が
、
朱
雀
の
即
位
時
に
は
外
祖
父
墓
が
対
象
と
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

【
史
料
12
】『
北
山
抄
』
巻
五　

先
陵
告
二
即
位
由
一
事

延
長
八
年
十
一
月
十
八
日
、
発
レ
使
、
告
二
山
陵
一
以
下
廿
一
日
可
二
即
位
一
由
上
陵
六
所
、
山
階
・
嵯
峨
・
深
草
・
柏
原
・
田
邑
・
後
山

階
。
墓
二
所
、
堀
河
太
政
大
臣
・
後
贈
太
政
大
臣
等
也
。

こ
の
と
き
奉
告
の
対
象
と
さ
れ
た
の
は
、
山
階
・
嵯
峨
・
深
草
・
柏
原
・
田
邑
・
後
山
階
（
醍
醐
）
の
六
陵
と
、
堀
河
太
政
大
臣
（
基
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経
）・
後
贈
太
政
大
臣
の
二
墓
で
あ
る
。
朱
雀
と
の
血
縁
関
係
を
踏
ま
え
れ
ば
、「
田
邑
」
は
文
徳
陵
で
は
な
く
、
後
田
邑
陵
と
称
さ
れ
る

光
孝
陵
だ
ろ
う（（2
（

。
問
題
は
「
後
贈
太
政
大
臣
」
に
該
当
す
る
人
物
で
あ
る
が
、
こ
の
墓
を
『
即
位
雑
例
条
々
』
兼
日
上
（
（2
（

は
「
後
宇
治
墓
」

と
表
記
す
る
。
ま
た
丹
鶴
叢
書
所
収
木
版
本
（
（3
（

は
こ
の
人
物
を
藤
原
時
平
に
比
定
し
て
い
る
。
た
し
か
に
時
平
は
太
政
大
臣
を
追
贈
さ
れ
て

お
り（（3
（

、
墓
も
宇
治
に
所
在
す
る
が（（3
（

、
朱
雀
と
の
血
縁
関
係
は
有
し
て
い
な
い
。「
堀
河
太
政
大
臣
」
と
あ
る
基
経
は
、
朱
雀
の
外
祖
父
と
し

て
派
遣
対
象
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、「
後
贈
太
政
大
臣
」
に
対
応
す
る
人
物
を
探
し
求
め
る
な
ら
ば
、
醍
醐
外
祖
父
で
没
後
に
太

政
大
臣
を
贈
ら
れ
た
藤
原
高
藤
が
妥
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か（（3
（

。
高
藤
墓
は
「
延
喜
諸
陵
寮
式
」
で
は
「
小
野
墓
」
と
称
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
所
在
地
は
宇
治
郡
で
あ
る
。
墓
の
呼
称
が
必
ず
し
も
固
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
、「
延
喜
諸
陵
寮
式
」
で
「
高
畠
墓
」
と
称
さ

れ
て
い
る
仲
野
親
王
墓
が
、「
延
喜
中
務
省
式
」
で
は
「
葛
野
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
こ
で
外
祖
父
墓
が
対
象
と
さ
れ
た
の
は
、
朱
雀
が
幼
帝
で
あ
っ
た
こ
と
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う（（3
（

。
朱
雀
の
父
醍
醐
は
譲

位
後
七
日
で
没
し
て
お
り
、
祖
父
宇
多
は
存
命
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
出
家
し
て
い
て
十
分
な
後
見
は
期
待
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
摂

政
と
し
て
朱
雀
を
輔
弼
し
た
の
が
藤
原
忠
平
で
、
外
祖
父
基
経
を
介
し
て
朱
雀
と
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
り
、
補
弼
体
制
の
強
化
を
め
ざ
し

た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
派
遣
対
象
が
高
藤
に
ま
で
及
ん
で
い
る
理
由
は
、
こ
の
と
き
朝
堂
二
位
が
高
藤
男
の
右
大
臣
定
方
で
あ
り
、
忠

平
と
と
も
に
朱
雀
を
支
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

高
藤
墓
へ
の
発
遣
が
政
治
的
所
産
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
村
上
の
即
位
山
陵
使
か
ら
も
推
測
で
き
る
。

【
史
料
13
】『
外
記
日
記
』
天
慶
九
年
（
九
四
六
）
四
月
二
十
六
日
条
（『
御
即
位
部
類
（
（3
（

』
所
収
）

今
日
申
刻
、
遣
二
使
山
階
・
柏
原
・
嵯
峨
・
深
草
・
後
田
邑
・
後
山
階
陵
、
宇
治
昭
宣

公
墓
・
後
宇
治
墓
昭
宣
室
墓
也
。

今
上
外
祖
母

等
一、
告
以
下
今
月
廿
八

日
可
レ
有
二
御
即
位
一
之
由
上。
使
依
レ
例
納
言
已
下
也
。

奉
告
の
対
象
と
さ
れ
る
山
陵
は
朱
雀
の
と
き
と
同
じ
で
あ
る
が
、
高
藤
墓
が
後
宇
治
（
人
康
親
王
女
）
墓
に
変
更
さ
れ
て
い
る
点
に
は
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注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
村
上
と
朱
雀
は
同
母
兄
弟
で
あ
っ
た
か
ら
、
必
ず
し
も
変
更
の
必
要
が
あ
っ
た
訳
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
高
藤
墓

が
対
象
か
ら
除
か
れ
た
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
定
方
が
承
平
二
年
（
九
三
一
）
に
没
し
た
こ
と
で（（3
（

、
血
縁
的
に
遠
い
高
藤
を
尊
重
す
る
必
要

が
な
く
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

な
お
、
朱
雀
・
村
上
両
帝
の
外
祖
母
で
あ
る
人
康
親
王
女
は
、
延
長
八
年
以
前
に
没
し
て
い
た
が（（3
（

、
朱
雀
の
即
位
山
陵
使
に
は
加
え
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
。
一
方
、
村
上
は
傍
系
か
ら
の
即
位
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
朱
雀
か
ら
皇
太
子
と
定
め
ら
れ
て
即
位
し
た
た
め
、
そ
の

正
当
性
が
問
題
視
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
人
康
親
王
女
が
奉
告
対
象
と
な
る
積
極
的
意
義
は
見
出
せ
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
女
は
村
上
の
と
き
に
山
陵
使
派
遣
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
私
見
で
は
、
人
康
親
王
女

は
純
粋
に
外
祖
母
と
し
て
尊
重
さ
れ
た
結
果
、
派
遣
対
象
に
加
え
ら
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
時
期
に
な
る

と
、
外
祖
父
母
墓
は
政
治
的
理
由
と
は
関
係
な
く
、
即
位
山
陵
使
の
対
象
と
し
て
な
か
ば
機
械
的
に
挿
入
さ
れ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
の

で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
遅
く
て
も
朱
雀
期
ま
で
に
派
遣
対
象
と
し
て
復
活
し
、
村
上
期
に
は
ほ
ぼ
機
械
的
に
加
え
ら
れ
た
外
祖
父
母
墓
で
あ

る
が
、
十
世
紀
後
半
以
降
に
な
る
と
今
上
外
祖
父
一
墓
に
集
約
さ
れ
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
次
に
掲
げ
る
の
は
、
冷
泉
・
円

融
・
花
山
の
即
位
山
陵
使
の
史
料
で
あ
る
。

【
史
料
14
】『
北
山
抄
』
巻
五　

先
陵
告
二
即
位
由
一
事

康
保
四
年
十
月
五
日
、
陵
墓
使
立
延
長
・
天
慶
例
、
陵
六
所
。
此
度
、
加
二
先
帝
陵
一。
墓
二
所
、

天
慶
例
、
昭
宣
公
・
同
室
。
此
度
止
レ
之
、
九
条
右
大
臣
一
所
也
。
山
階
・
柏
原
中
納
言
。
自
余
参
議
。
次
官
如
レ
常
。

右
大
臣
墓
山
城
守
藤
原
朝
臣
為
輔
此
条
、
依
二
私
記
一
載
レ
之
。
近
例
、
御

即
位
以
後
有
二
此
事
一。
先
陵
可
二
尋
注
一

。

【
史
料
15
】『
即
位
雑
例
条
々
』
兼
日
上

安
和
二
年
九
月
廿
二
日
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山
階　

柏
原　

嵯
峨　

深
草　

後
田
邑

後
山
階　

邑
上　

宇
治
墓
外
祖
父
故
前

右
大
臣
墓
也

【
史
料
16
】『
日
本
紀
略
』
花
山
院　

永
観
二
年
（
九
八
四
）
十
月
四
日
条

来
十
日
御
即
位
之
由
、
被
レ
告
二
山
陵
一
山
階
・
柏
原
・
嵯
峨
・
深
草
・
後

田
邑
・
後
山
階
・
村
上
・
宇
治
墓

こ
こ
で
対
象
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
山
階
・
柏
原
・
嵯
峨
・
深
草
・
後
田
邑
・
後
山
階
・
村
上
の
七
陵
と
、「
右
大
臣
墓
」
あ
る
い
は

「
宇
治
墓
」
と
記
さ
れ
る
一
墓
で
あ
る
。
こ
の
一
墓
に
つ
い
て
、
冷
泉
（
史
料
14
）・
円
融
（
史
料
15
）
の
場
合
は
外
祖
父
の
右
大
臣
師
輔

墓
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
花
山
（
史
料
16
）
の
「
宇
治
墓
」
に
つ
い
て
も
外
祖
父
の
伊
尹
墓
と
考
え
ら
れ
る
。

指
摘
し
て
お
く
べ
き
は
、
右
の
よ
う
に
天
皇
家
の
直
系
祖
先
に
今
上
外
祖
父
を
加
え
た
構
成
が
、
こ
れ
以
降
ひ
と
つ
の
定
型
と
し
て
確

立
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
十
世
紀
後
半
以
降
、
外
祖
父
の
権
威
が
高
ま
り
、
皇
位
継
承
を
も
左
右
し
得
る
存
在
と
な
っ
て
い
く
な
か
で
、

即
位
を
正
当
化
す
る
根
拠
の
ひ
と
つ
と
し
て
外
祖
父
の
存
在
が
重
視
さ
れ
て
い
っ
た
結
果
と
理
解
で
き
よ
う
。

た
だ
し
、
外
祖
父
の
権
威
に
よ
っ
て
即
位
の
正
当
性
が
保
証
さ
れ
る
状
況
は
、
父
系
直
系
祖
先
を
明
示
す
る
即
位
山
陵
使
の
形
骸
化
、

地
位
の
低
下
に
つ
な
が
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
そ
れ
が
明
確
な
形
で
表
れ
た
の
が
、
三
条
・
後
一
条
の
即
位
山
陵
使
で
あ
る
。
ま
ず
は
三

条
の
即
位
山
陵
使
か
ら
確
認
し
よ
う
。

【
史
料
17
】『
権
記
』
寛
弘
八
年
（
一
〇
一
一
）
十
月
十
九
日
条
（
抄
出
）

此
間
、
依
二
宣
旨
一、
又
令
レ
択
下
申
奉
二
幣
宇
佐
宮
一
使
日
時
上、
并
被
レ
定
二
申
山
陵
使
可
レ
立
日
時
等
一。
且
又
令
下
二
権
左
中
弁
一
内
覧
上。
又

定
二
申
使
等
一
其
陵
、
山
階
・
柏
原
・
嵯
峨
・
深

草
・
後
田
邑
・
醍
醐
・
村
上
・
宇
治
。
依
レ
無
二
宰
相
一、
召
二
権
左
中
弁
経
通

朝
臣
一、
令
レ
書
レ
之
。

史
料
17
に
よ
れ
ば
、
三
条
の
即
位
山
陵
使
は
定
型
通
り
直
系
祖
先
と
今
上
外
祖
父
に
発
遣
さ
れ
た
が
、
留
意
す
べ
き
は
そ
の
対
象
で
は

な
く
時
期
で
あ
る
。
三
条
即
位
は
同
月
十
七
日
の
こ
と
で
あ
り
、
即
位
後
に
即
位
山
陵
使
が
発
遣
さ
れ
た
事
例
は
醍
醐
以
来
の
こ
と
で
あ
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っ
た（（3
（

。
極
め
て
異
例
の
措
置
と
い
え
る
が
、
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
史
料
上
発
遣
時
期
が
問
題
視
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
。
し
か
も
、
こ
の
三

条
の
と
き
を
画
期
と
し
て
、
即
位
山
陵
使
は
即
位
後
に
発
遣
さ
れ
る
も
の
と
し
て
定
着
し
て
い
く
。
こ
の
点
を
根
拠
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

堀
裕
氏
は
山
陵
の
果
た
す
役
割
が
減
退
・
変
質
し
て
い
っ
た
と
述
べ
て
い
る（（3
（

。
私
見
で
も
、
三
条
期
を
契
機
に
、
即
位
山
陵
使
の
重
要
性

が
低
下
し
て
い
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
考
え
る
。

さ
ら
に
後
一
条
の
場
合
、
そ
の
影
響
が
対
象
と
な
る
山
陵
に
も
及
ん
だ
こ
と
が
史
料
か
ら
窺
わ
れ
る
。

【
史
料
18
】『
御
堂
関
白
記
』
長
和
五
年
（
一
〇
一
六
）
五
月
十
七
日
条

参
二
大
内
一。
左
大
将
以
二
資
業
一
令
レ
奏
二
山
陵
使
宣
命
一。
即
下
給
。
午
時
、
使
々
参
入
。
各
立
レ
之
。
八
箇
所
。
邑
上
・
円
成
寺
不
レ
指
二

所
名
一。
是
依
レ
非
也
。
暴
雨
。

こ
の
と
き
派
遣
対
象
と
さ
れ
た
山
陵
は
八
ヵ
所
で
、
そ
の
う
ち
二
ヵ
所
は
邑
上
・
円
成
寺
（
一
条
）
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
ほ
か
の
事

例
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
残
り
の
六
ヵ
所
は
山
階
・
柏
原
・
嵯
峨
・
深
草
・
後
田
邑
・
後
山
階
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

円
融
か
ら
三
条
ま
で
は
即
位
時
に
父
帝
が
存
命
し
て
お
り
、
山
階
か
ら
村
上
ま
で
の
七
陵
を
対
象
と
す
る
こ
と
に
問
題
は
起
こ
ら
な
か

っ
た
。
し
か
し
後
一
条
の
即
位
時
に
お
い
て
は
、
直
系
祖
先
と
し
て
の
円
融
・
一
条
が
亡
く
な
っ
て
い
た
た
め
、
冷
泉
以
来
の
対
象
山
陵

の
改
変
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
円
成
寺
陵
が
対
象
に
加
え
ら
れ
た
の
は
そ
の
た
め
と
い
え
る
が
、
祖
父
円
融
の
山
陵
は
派
遣

対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
血
縁
的
に
近
い
円
融
の
山
陵
よ
り
も
、
山
階
か
ら
村
上
ま
で
の
七
陵
が
優
先
さ
れ
た
の
は
、
冷
泉

か
ら
三
条
ま
で
の
長
期
に
わ
た
っ
て
繰
り
返
し
こ
の
七
陵
が
対
象
と
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
と
も
か
く
血
縁
関
係
よ
り
も
先
例
を
重
視

し
た
こ
の
対
応
は
、
当
時
に
お
け
る
即
位
山
陵
使
の
形
骸
化
を
物
語
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
し
て
こ
の
と
き
の
、
山
階
か
ら
村
上

ま
で
の
七
陵
に
直
近
の
一
陵
を
加
え
る
構
成
は
、
以
後
し
ば
ら
く
即
位
山
陵
使
派
遣
対
象
の
定
型
と
な
っ
て
い
く
。

な
お
、
後
一
条
即
位
時
に
は
外
祖
父
墓
は
対
象
と
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
は
外
祖
父
の
藤
原
道
長
が
存
命
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
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す
で
に
道
長
の
権
威
は
自
明
の
も
の
で
あ
り
、
あ
え
て
先
帝
の
外
祖
父
ま
で
対
象
を
遡
ら
せ
る
こ
と
で
、
外
祖
父
の
重
要
性
を
強
調
す
る

必
要
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
朱
雀
期
ま
で
に
奉
告
対
象
と
し
て
復
活
し
た
外
祖
父
母
墓
は
、
皇
位
継
承
に
お
け
る
外
祖
父
の
影
響
力
が
強
ま

っ
て
い
く
な
か
で
、
今
上
外
祖
父
一
墓
に
集
約
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
他
方
、
母
方
の
外
祖
父
に
よ
っ
て
即
位
の
正
当
性
が
擁
護
さ

れ
る
状
況
は
、
父
系
直
系
祖
先
に
よ
っ
て
即
位
の
正
当
性
を
担
保
し
て
き
た
即
位
山
陵
使
の
地
位
を
低
下
さ
せ
る
要
因
に
な
っ
て
い
っ

た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
三
）
外
祖
父
墓
の
除
外
（
後
三
条
～
近
衛
）

摂
関
期
に
形
骸
化
し
た
即
位
山
陵
使
で
あ
っ
た
が
、
外
祖
父
の
権
威
が
相
対
的
に
低
下
す
る
院
政
期
に
な
る
と
、
ま
た
新
た
な
展
開
が

み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

摂
関
家
と
外
戚
関
係
を
有
さ
な
い
後
三
条
の
即
位
山
陵
使
に
つ
い
て
は
、
黒
羽
氏
に
よ
る
詳
細
な
考
察
が
あ
る（（4
（

。
伏
見
宮
家
本
『
本
朝

世
紀
』
に
よ
る
と
、
こ
の
と
き
奉
告
対
象
と
な
っ
た
山
陵
は
、
山
階
・
柏
原
・
嵯
峨
・
深
草
・
後
田
邑
・
後
山
階
・
村
上
・
観
隆
寺
・「
円

□
□
」（
□
□
は
欠
損
）
の
九
ヵ
所
と
さ
れ
る
。
黒
羽
氏
は
こ
の
う
ち
、
観
隆
寺
陵
が
後
三
条
外
祖
父
の
三
条
陵
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て

お
り
、
従
う
べ
き
見
解
だ
ろ
う
。
ま
た
「
円
□
□
」
を
後
朱
雀
の
円
乗
寺
陵
と
復
元
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
の
史
料
が
参
考

に
な
る
。

【
史
料
19
】『
御
即
位
部
類
』
後
三
条
院　

雑
記
抄（（4
（

八
月
十
二
日
壬
午
、
被
レ
立
二
御
即
位
由
山
陵
使
一。
上
卿
権
大
納
言
隆
国
卿
也
。
兼
日
、
催
二
儲
使
一々。
早
旦
、
先
被
レ
定
レ
使
。
未
刻
、

被
レ
立
二
使
一々
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山
階　

柏
原　

嵯
峨　

深
草　

後
田
邑　

後
山
階

村
上　

勧
隆
寺　

円
教
寺

経
信
記
云
、
八
月
八
日
、
被
レ
定
二
造
大
極
殿
由
山
陵
使
一。
又
被
レ
定
二
御
即
位
由
山
陵
使
一
云
々
。

右
は
『
御
即
位
部
類
』
に
み
え
る
後
三
条
の
即
位
山
陵
使
に
関
す
る
箇
所
で
、『
本
朝
世
紀
』
の
同
日
条
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、『
本
朝
世
紀
』
あ
る
い
は
そ
の
編
纂
に
用
い
ら
れ
た
原
史
料
の
引
用
と
推
測
さ
れ
る
。
と
も
か
く
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
後
三
条
の
即
位
時

に
発
遣
さ
れ
た
山
陵
使
の
最
後
に
「
円
教
寺
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
伏
見
宮
家
本
『
本
朝
世
紀
』
の
「
円
□
□
」
は
「
円
教
寺
」
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
た
だ
し
円
教
寺
陵
の
被
葬
者
に
つ
い
て
は
、
現
円
教
寺
陵
の
被
葬
者
で
あ
る
後
冷
泉
で
は
な
く
、
黒
羽
氏
が

推
測
し
た
よ
う
に
後
朱
雀
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
円
乗
寺
は
後
朱
雀
発
願
の
寺
で
あ
る
が
、
天
皇
の
在
位
中
に
は
完
成
せ
ず
、
天
喜
三
年

（
一
〇
五
五
）
に
至
っ
て
よ
う
や
く
落
成
し
た（（4
（

。
そ
の
た
め
当
初
、
後
朱
雀
の
遺
骨
は
円
教
寺
に
収
め
ら
れ（（4
（

、
追
善
供
養
も
円
教
寺
で
修
さ

れ
て
い
た（（4
（

。
そ
の
後
、
い
ず
れ
か
の
段
階
で
遺
骨
は
円
乗
寺
に
移
さ
れ
た
ら
し
い
が
、
そ
の
年
代
は
確
定
さ
れ
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
後

三
条
即
位
時
に
は
ま
だ
移
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
円
教
寺
に
即
位
山
陵
使
が
発
遣
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
後
三
条
の
即
位
山
陵
使
も
先
例
に
准
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
史
料
か
ら
は
確
認
で
き
な
い
後
朱

雀
・
後
冷
泉
の
対
象
山
陵
も
、
お
そ
ら
く
後
三
条
と
同
様
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
黒
羽
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
後
三
条
の
段
階

で
摂
関
家
が
外
戚
の
地
位
を
失
い
、
同
時
に
即
位
山
陵
使
の
派
遣
対
象
か
ら
外
祖
父
墓
が
除
外
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
後
の
院
政
期

に
お
け
る
即
位
山
陵
使
の
展
開
を
先
取
り
し
た
変
化
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
、
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

さ
て
、
白
河
・
堀
河
の
即
位
山
陵
使
は
判
然
と
せ
ず
、
次
に
詳
細
が
わ
か
る
の
は
鳥
羽
の
事
例
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
注
目
す
べ
き
こ

と
が
存
在
す
る
。

【
史
料
20
】『
中
右
記
』
天
仁
元
年
（
一
一
〇
八
）
二
月
二
十
二
日
条
（
抄
出
）
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今
日
、
御
即
位
由
被
レ
告
二
申
諸
山
陵
一
使
々
所
レ
被
レ
立
也
。
下
官
依
レ
可
レ
勤
二
深
草
山
陵
使
一。（
中
略
）
中
納
言
三
人
随
二
上
臈
作
法
一、

給
二
宣
命
一
退
山
階
《
天
智
》
藤
中
納
言
《
仲
実
》。
柏
原
《
桓
武
》
源
中
納
言
《
国
信
》。
嵯
峨
源
中
納
言
《
顕
通
》。
深
草
《
仁
明
》
中
納
言
宗
忠
。
後
田
邑
《
光
孝
》
源
宰
相
中
将
《
能

俊
》。
後
山
階
《
醍
醐
》
左
宰
相
中
将
忠
教
。
村
上
右
宰
相
中
将
家
政
。
香
隆
寺
《
先
帝
》
左
大
弁
重
資
。
宇
治
《
母
后
墓
》
新
宰
相
俊
忠
。
後
宇
治
《
故
実
季
卿
墓
》
播
万
守

基
隆
朝
臣
《
公
卿
使
相
二
具
次

官
一
人
一。
次
官
二
人
四
位
》

。

こ
こ
で
奉
告
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
山
階
か
ら
村
上
ま
で
の
七
陵
と
香
隆
寺
（
堀
河
）
陵
、
そ
れ
に
藤
原
苡
子
・
実
季
の
墓
で
あ

る
。
山
陵
の
範
囲
は
定
型
に
則
っ
た
も
の
で
あ
り
、
実
季
も
鳥
羽
の
外
祖
父
に
対
す
る
発
遣
で
あ
る
た
め
問
題
は
な
い
。
し
か
し
苡
子
は

鳥
羽
の
母
で
あ
り
、
母
后
墓
へ
の
発
遣
は
先
例
に
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
鳥
羽
は
八
歳
と
い
う
幼
年
で
あ
り
、
か
つ
関
白
藤
原

忠
実
は
白
河
法
皇
の
影
響
下
に
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（（4
（

。
苡
子
の
入
内
が
白
河
の
主
導
の
も
と
で
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
を
踏
ま

え
れ
ば（（4
（

、
即
位
山
陵
使
の
対
象
陵
墓
の
選
定
に
白
河
の
意
向
が
介
在
し
て
い
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
鳥
羽
に
は
皇
位
継
承
の
ラ
イ

ヴ
ァ
ル
と
し
て
輔
仁
親
王
が
い
た
が
、
輔
仁
は
異
母
兄
の
白
河
に
と
っ
て
も
警
戒
す
べ
き
存
在
で
あ
っ
た（（4
（

。
院
の
主
導
に
よ
っ
て
先
例
に

な
い
苡
子
墓
を
対
象
に
加
え
た
の
は
、
お
そ
ら
く
鳥
羽
即
位
の
正
当
性
を
補
強
す
る
意
図
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
か
か
る
改
変

は
形
骸
化
の
道
を
進
ん
で
い
た
即
位
山
陵
使
の
役
割
に
、
再
評
価
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
そ
の
意
義
は
大
き
い
。

即
位
山
陵
使
の
派
遣
に
、
院
権
力
が
も
っ
と
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、
次
に
奉
告
対
象
が
確
認
で
き
る
近
衛
の
事
例

で
あ
る
。

【
史
料
21
】『
本
朝
世
紀
』
康
治
元
年
（
一
一
四
二
）
二
月
二
十
四
日
条

権
大
納
言
藤
伊
通
卿
参
二
着
左
仗
一、
令
レ
立
二
山
陵
使
一。（
中
略
）
山
階
・
柏
原
・
嵯
峨
・
深
草
・
後
田
邑
・
後
山
階
・
村
上
・
後
円
教

寺
、
皆
被
レ
立
レ
使
畢
。
参
議
等
也
。

右
の
史
料
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
近
衛
の
即
位
山
陵
使
の
対
象
が
山
階
か
ら
村
上
ま
で
の
七
陵
と
後
円
教
寺
（
堀
河
）
陵
で
あ
っ
た
こ

と
と
、
後
一
条
の
事
例
と
は
異
な
り
、
す
で
に
外
祖
父
藤
原
長
実
が
没
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず（（4
（

、
外
祖
父
墓
へ
の
派
遣
が
な
さ
れ
て



22

い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
以
降
も
外
祖
父
墓
へ
の
派
遣
は
確
認
で
き
ず
、
近
衛
の
時
点
で
外
祖
父
墓
は
即
位
山
陵
使
の
対
象
か
ら
完
全

に
除
外
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
た
だ
し
、
崇
徳
の
即
位
山
陵
使
に
つ
い
て
は
史
料
が
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
時
点
で
外
祖
父
墓

が
対
象
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
も
残
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
院
権
力
が
確
立
し
た
崇
徳
・
近
衛
期
（
（4
（

に
外
祖
父
墓
が
派
遣
対
象
か

ら
外
さ
れ
た
こ
と
は
、
天
皇
即
位
の
正
当
性
を
支
え
る
存
在
と
し
て
、
外
祖
父
は
不
要
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

新
天
皇
の
正
当
性
は
家
父
長
権
を
有
す
る
院
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
、
母
方
の
外
祖
父
か
ら
補
う
こ
と
は
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

以
上
、
院
政
期
に
は
摂
関
家
が
外
祖
父
の
地
位
か
ら
転
落
し
て
政
治
権
力
を
喪
失
し
、
代
わ
っ
て
家
父
長
権
を
有
す
る
院
権
力
が
拡
大

し
た
こ
と
に
よ
り
、
即
位
山
陵
使
の
派
遣
対
象
に
も
変
化
が
み
ら
れ
た
こ
と
を
述
べ
て
き
た
。
形
骸
化
し
つ
つ
あ
っ
た
即
位
山
陵
使
も
政

治
状
況
の
変
化
に
と
も
な
っ
て
改
変
さ
れ
、
院
権
力
の
主
導
に
よ
っ
て
外
祖
父
墓
が
派
遣
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
山
陵
使
の
な
か
で
も
支
配
の
正
当
性
の
問
題
と
密
接
に
関
わ
る
即
位
山
陵
使
に
焦
点
を
あ
て
、
そ
の
成
立
と
展
開
を
論
じ

た
。
得
ら
れ
た
結
論
を
ま
と
め
る
と
、
大
略
次
の
よ
う
に
な
る
。

①
即
位
山
陵
使
は
、
嵯
峨
系
・
淳
和
系
に
よ
る
王
統
迭
立
と
い
う
状
況
下
に
お
い
て
、
両
系
の
共
通
の
祖
で
あ
る
桓
武
の
恩
寵
と
相
互
承

認
に
よ
っ
て
即
位
を
正
当
化
す
る
た
め
、
立
太
子
山
陵
使
と
と
も
に
創
出
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
承
和
の
変
に
よ
っ
て
王
統
迭
立
が

解
消
さ
れ
る
と
、
当
初
の
相
互
承
認
に
よ
る
正
当
性
獲
得
と
い
う
目
的
は
終
焉
を
迎
え
た
。

②
清
和
期
に
な
る
と
、
外
祖
父
母
墓
が
加
わ
る
な
ど
派
遣
対
象
が
拡
大
す
る
が
、
そ
れ
は
幼
帝
清
和
の
正
当
性
を
補
強
す
る
た
め
の
再
評

価
が
な
さ
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
の
機
能
は
父
帝
が
存
命
で
あ
っ
た
陽
成
期
に
は
継
承
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
傍
系
か
ら
即
位
し
た
光
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孝
期
に
は
新
た
な
嫡
系
継
承
を
模
索
す
る
か
の
よ
う
に
再
び
奉
告
対
象
が
拡
大
し
、
こ
れ
以
降
多
数
の
直
系
祖
先
を
対
象
と
す
る
形
が

定
着
し
て
い
く
。

③
陽
成
・
光
孝
期
に
い
っ
た
ん
消
滅
し
た
外
祖
父
母
墓
で
あ
っ
た
が
、
朱
雀
期
ま
で
に
は
復
活
を
遂
げ
、
皇
位
継
承
に
お
け
る
外
祖
父
の

影
響
力
が
強
ま
っ
て
い
く
な
か
で
、
外
祖
父
母
墓
が
今
上
外
祖
父
一
墓
に
集
約
さ
れ
て
い
く
。
他
方
、
母
方
で
あ
る
外
祖
父
の
重
視
は
、

父
系
直
系
祖
先
か
ら
の
即
位
の
正
当
性
を
担
保
し
て
き
た
即
位
山
陵
使
の
地
位
を
低
下
さ
せ
、
三
条
・
後
一
条
の
時
代
に
明
確
と
な
っ

て
い
っ
た
。

④
摂
関
家
が
外
祖
父
の
地
位
を
喪
失
し
、
家
父
長
権
を
有
す
る
院
の
権
力
が
拡
大
す
る
と
、
即
位
山
陵
使
も
そ
の
影
響
を
受
け
て
改
変
さ

れ
、
崇
徳
・
近
衛
期
に
は
院
の
主
導
に
よ
っ
て
今
上
外
祖
父
墓
が
派
遣
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

即
位
山
陵
使
は
、
皇
位
継
承
と
い
う
国
家
大
事
と
の
関
連
か
ら
、
各
時
期
の
王
権
の
要
請
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
改
変
が
加
え
ら
れ
、

そ
れ
ゆ
え
一
律
的
な
興
隆
・
衰
退
で
述
べ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
近
衛
期
以
降
、
そ
の
奉
告
対
象
は
山
階
～
村
上
の
七
陵
と
直
近

一
陵
に
固
定
化
さ
れ
、
再
び
即
位
山
陵
使
は
形
骸
化
し
て
い
っ
た
か
に
み
え
る
。
し
か
し
、
後
鳥
羽
期
に
は
直
近
二
陵
が
対
象
と
な
り（（5
（

、

後
嵯
峨
（
（5
（

・
伏
見
（
（5
（

の
即
位
山
陵
使
に
も
か
か
る
傾
向
は
継
承
さ
れ
て
い
く
。
鎌
倉
時
代
の
即
位
山
陵
使
は
史
料
が
少
な
く
、
そ
の
詳
細
に
つ

い
て
は
不
明
な
点
も
多
い
が
、
そ
れ
ま
で
の
即
位
山
陵
使
の
展
開
と
同
様
に
、
各
時
期
の
王
権
の
政
治
的
要
請
に
即
し
て
考
え
る
べ
き
だ

ろ
う
。

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
王
権
の
要
請
に
よ
っ
て
派
遣
対
象
を
改
変
し
て
い
っ
た
即
位
山
陵
使
で
あ
る
が
、
山
陵
使
全
体
の
特
質
を

論
じ
る
た
め
に
は
、
即
位
山
陵
使
と
同
時
に
成
立
し
た
立
太
子
山
陵
使
を
含
め
、
ほ
か
の
山
陵
使
の
検
討
を
お
こ
な
い
、
か
つ
そ
れ
ら
を

比
較
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
、
ひ
と
ま
ず
擱
筆
す
る
こ
と
に
す
る
。
諸
賢
の
ご
批
正

を
賜
り
た
い
。



24

註（
1
）　

服
藤
早
苗
「
山
陵
祭
祀
よ
り
見
た
家
の
成
立
過
程
│
天
皇
家
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
」（『
家
成
立
史
の
研
究
―
祖
先
祭
祀
・
女
・
子
ど
も
』
所

収
、
校
倉
書
房
、
一
九
九
一
年
、
初
出
は
一
九
八
七
年
）。

（
2
）　

荷
前
別
貢
幣
の
主
要
な
先
行
研
究
と
し
て
は
、
北
康
宏
「
律
令
陵
墓
祭
祀
の
研
究
」（『
日
本
古
代
君
主
制
成
立
史
の
研
究
』
所
収
、
塙
書
房
、

二
〇
一
七
年
、
初
出
は
一
九
九
九
年
）、
吉
江
崇
「
荷
前
別
貢
幣
の
成
立
」（『
日
本
古
代
宮
廷
社
会
の
儀
礼
と
天
皇
』
所
収
、
塙
書
房
、
二
〇
一
八

年
、
初
出
は
二
〇
〇
一
年
）、
二
星
祐
哉
「
桓
武
朝
に
お
け
る
荷
前
別
貢
幣
の
発
展
と
そ
の
史
的
意
義
」（『
古
代
文
化
』
六
二
│
一
、
二
〇
一
〇

年
）、
同
「
七
、
八
世
紀
に
お
け
る
山
陵
奉
幣
と
荷
前
別
貢
幣
の
成
立
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
二
二
九
、
二
〇
一
一
年
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
3
）　

陵
墓
に
発
遣
さ
れ
る
臨
時
の
使
者
の
名
称
に
つ
い
て
は
、「
山
陵
使
」「
告
文
使
」「
告
陵
使
」
な
ど
、
先
行
研
究
に
お
い
て
も
統
一
さ
れ
て
い

な
い
。
本
稿
で
は
、
史
料
上
に
頻
出
す
る
「
山
陵
使
」
の
称
を
用
い
、
特
定
の
理
由
で
発
遣
さ
れ
る
山
陵
使
は
「
～
山
陵
使
」
と
表
記
す
る
。

（
4
）　

服
藤
早
苗
「
山
陵
祭
祀
よ
り
見
た
家
の
成
立
過
程
│
天
皇
家
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
」（
前
掲
註
（
1
）
論
文
）。

（
5
）　

田
中
聡
「『
陵
墓
』
に
み
る
『
天
皇
』
の
形
成
と
変
質
」（
日
本
史
研
究
会
・
京
都
民
科
歴
史
部
会
編
『「
陵
墓
」
か
ら
み
た
日
本
史
』
所
収
、

青
木
書
店
、
一
九
九
五
年
）。

（
6
）　

並
木
和
子
「
立
后
告
陵
使
の
成
立
と
変
遷
」（『
古
代
文
化
』
五
三
│
五
、
二
〇
〇
一
年
）

（
7
）　

黒
羽
亮
太
「
観
隆
寺
陵
│
忘
れ
ら
れ
た
平
安
時
代
天
皇
陵
の
発
見
」（『
日
本
歴
史
』
七
九
九
、
二
〇
一
四
年
）

（
8
）　
『
続
日
本
紀
』
文
武
二
年
（
六
九
八
）
正
月
庚
辰
（
十
九
日
）
条
。
な
お
本
稿
で
引
用
す
る
史
料
に
つ
い
て
は
、
句
読
点
や
返
り
点
な
ど
適
宜

変
更
し
た
箇
所
が
あ
る
。

（
9
）　

新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
続
日
本
紀
』
一
、
一
二
四
頁
脚
注
一
。

（
10
）　

持
統
は
大
宝
二
年
（
七
〇
二
）
十
二
月
に
没
し
て
お
り
、
慶
雲
四
年
（
七
〇
七
）
時
点
で
は
大
内
山
陵
に
合
葬
さ
れ
て
い
た
。

（
11
）　

元
明
即
位
の
特
殊
性
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
長
門
「
天
孫
降
臨
神
話
の
改
作
と
八
世
紀
前
後
の
王
位
継
承
」（『
國
學
院
雜
誌
』
一
一
四
│
一
、
二

〇
一
三
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
12
）　

服
藤
早
苗
「
山
陵
祭
祀
よ
り
見
た
家
の
成
立
過
程
│
天
皇
家
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
」（
前
掲
註
（
1
）
論
文
）、
黒
羽
亮
太
「
観
隆
寺
陵
│
忘
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れ
ら
れ
た
平
安
時
代
天
皇
陵
の
発
見
」（
前
掲
註
（
7
）
論
文
）。

（
13
）　

服
藤
早
苗
「
山
陵
祭
祀
よ
り
見
た
家
の
成
立
過
程
│
天
皇
家
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
」（
前
掲
註
（
1
）
論
文
）、
並
木
和
子
「
立
后
告
陵
使
の

成
立
と
変
遷
」（
前
掲
註
（
6
）
論
文
）。

（
14
）　

立
太
子
山
陵
使
に
つ
い
て
は
、
別
稿
を
用
意
し
て
い
る
。

（
15
）　

服
藤
早
苗
「
山
陵
祭
祀
よ
り
見
た
家
の
成
立
過
程
│
天
皇
家
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
」（
前
掲
註
（
1
）
論
文
）、
黒
羽
亮
太
「
観
隆
寺
陵
│
忘

れ
ら
れ
た
平
安
時
代
天
皇
陵
の
発
見
」（
前
掲
註
（
7
）
論
文
）。

（
16
）　

文
徳
陵
は
当
初
「
真
原
山
陵
」
と
称
さ
れ
た
が
、
の
ち
に
「
田
邑
山
陵
」
に
改
称
さ
れ
て
い
る
（『
日
本
三
代
実
録
』
天
安
二
年
〈
八
五
八
〉

十
二
月
十
日
丁
酉
条
）。

（
17
）　

多
武
峯
墓
の
被
葬
者
に
つ
い
て
、「
延
喜
諸
陵
寮
式
」
は
藤
原
不
比
等
に
比
定
し
て
い
る
。『
日
本
三
代
実
録
』
に
お
い
て
も
、「
贈
太
政
大
臣

正
一
位
」
と
い
う
官
位
は
鎌
足
で
は
な
く
不
比
等
の
も
の
で
あ
り
、
あ
る
い
は
鎌
足
墓
と
す
る
の
は
後
世
の
錯
謬
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
仮

に
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
近
墓
は
い
ず
れ
も
外
祖
父
母
墓
よ
り
選
ば
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
内
閣
文
庫
本
『
延
喜
式
』
に
「
国
史
並
貞
観

式
云
、
大
織
冠
墓
云
々
」
と
い
う
注
記
が
あ
る
た
め
、
ひ
と
ま
ず
は
鎌
足
墓
と
理
解
し
て
お
く
。
多
武
峯
墓
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
北
康
宏
「
律

令
国
家
陵
墓
制
度
の
基
礎
的
研
究
│
『
延
喜
諸
陵
寮
式
』
の
分
析
か
ら
み
た
」（『
日
本
古
代
君
主
制
成
立
史
の
研
究
』
所
収
、
塙
書
房
、
二
〇
一

七
年
、
初
出
は
一
九
九
六
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
18
）　
「
延
喜
諸
陵
寮
式
」
陵
墓
歴
名
に
み
え
る
最
初
の
外
祖
父
母
墓
が
和
乙
継
・
土
師
真
妹
（
桓
武
外
祖
父
母
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
桓
武
期
に
近

墓
制
が
成
立
し
た
と
い
う
見
解
が
あ
る
（
服
藤
早
苗
「
山
陵
祭
祀
よ
り
見
た
家
の
成
立
過
程
│
天
皇
家
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
」〈
前
掲
註
（
1
）
論

文
〉、
二
星
祐
哉
「
桓
武
朝
に
お
け
る
荷
前
別
貢
幣
の
発
展
と
そ
の
史
的
意
義
」〈
前
掲
註
（
2
）
論
文
〉）。
し
か
し
、
陵
墓
歴
名
に
は
荷
前
の
対

象
と
な
ら
な
い
陵
墓
も
記
載
さ
れ
て
お
り
、
あ
く
ま
で
諸
陵
寮
の
管
理
下
に
あ
る
陵
墓
の
一
覧
と
理
解
で
き
る
（
和
田
軍
一
「
諸
陵
式
に
関
す
る

二
三
の
考
察
（
上
）」〈『
歴
史
地
理
』
五
二
│
一
、
一
九
二
八
年
〉）。
そ
こ
か
ら
桓
武
期
に
お
け
る
外
祖
父
母
の
尊
重
は
読
み
取
れ
る
が
、
奉
幣
の

有
無
に
つ
い
て
は
慎
重
に
な
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
19
）　

北
康
宏
「
律
令
陵
墓
祭
祀
の
研
究
」（
前
掲
註
（
2
）
論
文
）。

（
20
）　

服
藤
早
苗
「
山
陵
祭
祀
よ
り
見
た
家
の
成
立
過
程
│
天
皇
家
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
」（
前
掲
註
（
1
）
論
文
）、
北
康
宏
「
律
令
陵
墓
祭
祀
の
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研
究
」（
前
掲
註
（
2
）
論
文
）。

（
21
）　
『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』
天
安
元
年
（
八
五
七
）
十
二
月
甲
子
朔
条
。

（
22
）　

佐
藤
長
門
「
古
代
天
皇
制
の
構
造
と
そ
の
展
開
」（『
日
本
古
代
王
権
の
構
造
と
展
開
』
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
九
年
、
初
出
は
二
〇
〇

一
年
）
は
、
惟
仁
親
王
が
嵯
峨
天
皇
家
と
藤
原
北
家
の
重
層
的
な
婚
姻
の
結
節
点
に
位
置
し
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。

（
23
）　
『
菅
家
文
草
』
巻
一
〇
、
為
二
右
大
臣
一
上
二
太
上
皇
一
重
請
レ
被
レ
停
二
摂
政
一
表
。

（
24
）　

佐
藤
長
門
「
古
代
天
皇
制
の
構
造
と
そ
の
展
開
」（
前
掲
註
（
22
）
論
文
）。

（
25
）　

服
藤
早
苗
「
山
陵
祭
祀
よ
り
見
た
家
の
成
立
過
程
│
天
皇
家
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
」（
前
掲
註
（
1
）
論
文
）。
ま
た
木
村
茂
光
「
光
孝
朝
の

成
立
と
承
和
の
変
」（
十
世
紀
研
究
会
編
『
中
世
成
立
期
の
政
治
文
化
』
所
収
、
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
九
年
）
は
、
光
孝
即
位
に
は
文
徳
王
統
を

否
定
し
、
承
和
の
変
以
前
の
皇
位
継
承
の
原
則
に
戻
る
理
念
が
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

（
26
）　

総
継
は
藤
原
北
家
魚
名
流
末
茂
男
と
さ
れ
る
（『
尊
卑
分
脈
』
第
一
篇
）。

（
27
）　
『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
八
年
（
八
八
四
）
十
二
月
二
十
日
丙
午
条
。

（
28
）　
『
即
位
雑
例
条
々
』
兼
日
上
（
京
都
御
所
東
山
御
文
庫
所
蔵
、
勅
一
四
一
│
七
四
│
一
）
は
同
陵
を
「
後
田
邑
」
と
記
載
し
て
い
る
。

（
29
）　
『
即
位
雑
例
条
々
』
兼
日
上
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
（
28
）
を
参
照
。

（
30
）　

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
本
（
請
求
番
号
二
一
六
│
〇
〇
〇
二
）。

（
31
）　
『
日
本
紀
略
』
延
喜
九
年
（
九
〇
九
）
四
月
五
日
条
。

（
32
）　
「
延
喜
諸
陵
寮
式
」
18
又
宇
治
遠
墓
条
。

（
33
）　
『
日
本
紀
略
』
昌
泰
三
年
（
九
〇
〇
）
三
月
十
四
日
条
。

（
34
）　

そ
れ
以
前
の
宇
多
の
即
位
山
陵
使
は
史
料
上
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
外
祖
父
仲
野
親
王
墓
が
派
遣
対
象
と
な
っ
た
可
能
性
は
残

る
が
、
光
孝
の
即
位
山
陵
使
で
対
象
と
さ
れ
な
か
っ
た
総
継
墓
に
ま
で
派
遣
が
及
ん
だ
と
は
考
え
に
く
い
。
ま
た
醍
醐
即
位
時
に
は
外
祖
父
高
藤

は
存
命
で
あ
っ
た
た
め
、
外
祖
父
二
墓
を
対
象
と
す
る
即
位
山
陵
使
は
朱
雀
を
初
例
と
す
る
と
思
わ
れ
る
。

（
35
）　

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
甘
露
寺
家
旧
蔵
本
（
請
求
番
号
一
四
五
│
〇
七
三
一
）。

（
36
）　
『
日
本
紀
略
』
承
平
二
年
（
九
三
二
）
八
月
四
日
条
。
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（
37
）　 

人
康
親
王
女
墓
は
朱
雀
の
即
位
に
と
も
な
う
改
定
で
近
墓
に
加
え
ら
れ
て
い
る
（『
政
事
要
略
』
巻
二
九
、
年
中
行
事
十
二
月
下
、
荷
前
事
、

延
長
八
年
〈
九
三
〇
〉
十
二
月
九
日
付
太
政
官
符
）。

（
38
）　
『
御
即
位
条
々
勘
例
』
女
叙
位
山
陵
使
大
奉
幣
等
（
京
都
御
所
東
山
御
文
庫
所
蔵
、
勅
一
四
一
│
三
九
）。

（
39
）　

堀
裕
「
平
安
期
の
御
願
寺
と
天
皇
│
九
・
一
〇
世
紀
を
中
心
に
」（『
史
林
』
九
一
│
一
、
二
〇
〇
八
年
）。

（
40
）　

黒
羽
亮
太
「
観
隆
寺
陵
│
忘
れ
ら
れ
た
平
安
時
代
天
皇
陵
の
発
見
」（
前
掲
注
（
7
）
論
文
）。

（
41
）　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
正
親
町
実
豊
書
写
本
（
請
求
番
号
〇
三
五
七
│
一
）。

（
42
）　
『
百
錬
抄
』
天
喜
三
年
（
一
〇
五
五
）
十
月
二
十
五
日
条
。

（
43
）　
『
扶
桑
略
記
』
寛
徳
二
年
（
一
〇
四
五
）
二
月
二
十
一
日
条
。

（
44
）　
『
扶
桑
略
記
』
寛
徳
二
年
（
一
〇
四
五
）
二
月
二
十
七
日
条
。

（
45
）　

樋
口
健
太
郎
「
白
河
院
政
期
の
王
家
と
摂
関
家
│
王
家
の
『
自
立
』
再
考
」（『
中
世
王
権
の
形
成
と
摂
関
家
』
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇

一
八
年
、
初
出
は
二
〇
一
一
年
）。

（
46
）　
『
中
右
記
』
承
徳
二
年
（
一
〇
九
八
）
十
月
二
十
九
日
条
。

（
47
）　

宗
仁
親
王
（
鳥
羽
）
降
誕
以
前
に
堀
河
が
危
篤
と
な
っ
た
際
、
次
期
天
皇
と
し
て
輔
仁
親
王
に
期
待
が
高
ま
り
、
白
河
は
重
祚
を
し
て
で
も

そ
れ
を
阻
止
し
よ
う
と
し
た
話
が
、
鳥
羽
に
よ
っ
て
語
ら
れ
て
い
る
（『
台
記
』
康
治
元
年
〈
一
一
四
二
〉
五
月
十
六
日
条
）。

（
48
）　
『
中
右
記
』
長
承
二
年
（
一
一
三
三
）
八
月
十
九
日
条
。

（
49
）　

院
権
力
の
確
立
に
つ
い
て
は
、
橋
本
義
彦
「
院
政
政
権
の
一
考
察
」（『
平
安
貴
族
社
会
の
研
究
』
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
六
年
、
初

出
は
一
九
五
四
年
）、
玉
井
力
「『
院
政
』
支
配
と
貴
族
官
人
制
」（『
平
安
時
代
の
貴
族
と
天
皇
』
所
収
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
、
初
出
は
一

九
八
七
年
）、
伴
瀬
明
美
「
院
政
期
に
お
け
る
後
宮
の
変
化
と
そ
の
意
義
」（『
日
本
史
研
究
』
四
〇
二
、
一
九
九
六
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
50
）　
『
山
槐
記
』
元
暦
元
年
（
一
一
八
四
）
八
月
二
十
三
日
条
。

（
51
）　
『
民
経
記
』
仁
治
三
年
（
一
二
四
二
）
四
月
二
十
五
日
条
。

（
52
）　
『
勘
仲
記
』
正
応
元
年
（
一
二
八
八
）
四
月
二
十
日
条
。


